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ボーリング柱状図
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栃木県　安足土木事務所 2010-08-10 ～ 2010-08-11
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表土
(SF)

210.34 0.20 0.30

シルト質
砂礫
(GSM)209.64 0.70 1.00
砂質シル
ト
(MS)

206.74 2.90 3.90

礫混りシ
ルト質砂
(SM-G)

203.94 2.80 6.70

風化岩
（砂岩)
(WR)

200.26 3.68 10.38

砂岩
(S)

黒
暗褐
灰
暗褐

暗
灰

灰

褐
灰

淡
褐
灰

非
常
に
緩
い

緩
い

軟質な有機質火山灰土である。
礫はφ10mm内外の亜円～亜角礫
を主体に最大φ20mm程を混入す
る。礫間は多量の細粒土分と細
～中砂分で緩く充填される。
土は有機質を強く帯び、軟らかい
。全体に細砂分を含有すると共に
、稀にφ5～10mmの礫分を認める
。
細～中砂分と有機質に富む細粒土
分がほぼ同等の割合で構成される
。礫はφ5～10mmの亜円礫を主体
に最大φ20mm程を混入する。GL-
2.9m付近に多量の木片を認める。
GL-3.65m以深、火山灰質となる。

メタルクラウンビットで掘進可能
。

風化・変質が岩芯にまで至り、コ
アは砂質粘土状～粘土質砂礫状で
採取される。

全体に「未～弱」変質の岩片を礫
状に残している。

GL-7.0～7.2m間、風化・変質がや
や強く、コアは礫混り粘土状を呈
す。以深、コアはヘアークラック
(密着性亀裂)の発達により、長さ
3～5cmの片状～棒状を主形とする
。亀裂目には酸化痕が見られ、網
状亀裂部での礫状コアには割れ目
沿いに細粒土分を伴う。母岩自体
は弱風化により、軟岩質である。

岩盤等級区分は「CL級」への区分
となる。
GL-10～10.35m間、硬度劣化を認
める。
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